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刊行にあたり 

 

 新型 流行 ぶ 国内外 芸術 経済活動

大 影響 旭川音楽大行進 恵  食 中

旭川 秋 ン

昨 最終回 旭川市内 新型 感 症患者 急増

伴い中 余儀  

 

 講 開 い 危ぶ 出 あ

ワ ン接種 広 あ 最終回 い

開講 関係者各 講師 引

生方 参 講生 皆様 あ 深 礼申

い  

 

例 多 講者 参 い い 生涯学習活動

一環 職業 異 人々 集 学 議論

いう 貴 場 期待 い  

 

 

               海道教育大学旭川校 教授 十 内 康隆 
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国境 越え 考え 疾病対策  

 

2021 10 2日 土 13時～15時 

旭川 科大学 助教  浩路 

 

最 ン ン 輝 島 いう

意味 持 ン 両国 い 長期滞在 感 症 中心 調査研

究 担 経験 様 生活

結 い い 国 協力 含 参 者 一 考え  

 

ン  

人 2,100 万人 海道 8 割 国土面積 ン 現地

大学 顧 い熱帯病 Neglected Tropical Diseases  NTDs

1 あ 狂犬病 調査研究 担 い 狂犬病 死率 100％

病気 犬 咬 感 狂犬病 撲滅

国 日 一部 諸国等 限 国 地域 あ

世界中 59 000人 犠牲 い 狂犬病 100％

防可能 病気 あ 飼い犬 録 防接種 犬 管理 除

ン 強 防啓 活動 主要対策 い ン

う 焦 置 地域 疫学調査 児童 対象

防 入 開 精 高い 集 構築

実施 現場 活動状況 い 写真 交え

明 日 狂犬病 撲滅 国内 生件数 維持 い 現

状 対比 狂犬病撲滅 掲 国々 対策 在 方 い 議

論  

 

ン  

人 5,100 万人 日 1.8 倍 国土面積 ン 政府

開 援助 ODA 一環 世界 3大感 症 1 あ 対策 従

い 現在 世界 間 40万人 犠牲 疾患 あ

ン 東 諸国連合 ASEAN 中 最 犠牲者 多い国

国 ODA 活用 民主 前 2005 ン 様々 支援 行い
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犠牲者数 着実 減少 う 2014 企

2016 実施 技術協力 い 案件 掘

前調査 業実施 一連 過程 実 担 経験 ン

特 援助 情 交え 紹 昨 安定 政情 支

援 多 困難 伴い 世界 注目 国 公的資金 活用

国 協力 意義 い 理解 深  

 

わ  

回 疾病対策 研究協力 開 実務 い 2 国 例

紹 参 者 各国 文 風習 違い

日 人 国 現場 調査研究 意義 多 質問 い

国 協力 関心 あ 高校生 大学生 若者 参 あ

禍 海外渡航 難 内向 向 現在

回 講演 通 一人 多 方々 外 世界 視 向 い

地球人 一人 感 症 世 中 様々 問題 い

考え 契機 幸い  
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問題 哲学  

 

2021 10 16日(土)13時～15時 

元 寄市立大学 教授 白  暢明 

旭川 ン ン 教育  

 

 渦 原因 背  

 生態系 人間固 置 逸脱   

  来生態系 中 異 領域 い 世界 人間 侵入 人

間 生 棲 違  

  現 人 科学 技術 地域 生態系 文 固 性 多様性

軽視 

  世界 文 一 危険性 

 人間 自然環境 破壊 開 都市 気候変動 共通性 

ン 人類 世界 王者 奢 対 自然世界 撃 

農耕 食料確保 都市 原生林 伐 河川 海洋 汚  

人類 限 い欲望 環境破壊 地球温暖 大気汚  

気候 義 climate justice 違  

 現 経済 問題 

現在 経済 大 生産 大 消費 大 廃棄 環境破壊 

経済 長 主義 現実 あ 得 い 話  

過剰 欲望 創出 

通常環境 負荷 参入 い 市場原理 問題性  

  使用価 商品価 視 いう倒錯 人間 真 大

 

 

 社会 問題 

 生 直結 領域( 療 食料産業) 脆弱  

ン ワ 高い 使用価 生 出 労働 療 教 

育等 軽視 

 民主主義 体制 全体主義 体制  

  全体主義 民主主義 的 方法 国民 統制 秩序 維

持 十 可能 
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 向 哲学的課題 

 自然世界 中 人間 人間文 限性 再認識 必要 

   人類 世界 支配者 王 いう思い 捨  自然 畏

敬 念 必要性 

 人類 真 何 人類 運 共 体 あ 自覚 

人間 戦う 相手 外国 外国人 う 外 国 

的連帯 必要 

 人間 真 要 必要  過剰 欲望 捨 ！ 

 現 人 生活 過剰 欲望 溢 い 自 

覚  

持 可能 経済 長 主義 持 可能 脱 長型経済  

  商品価 使用価 生 生 い 関わ

視 

相互依 持 可能性 生態学的循環  

軟性  

 真 幸福  

あ 当 幸 考え直 う！ ン  

教え 人間 真 大  

  ●生 必要最 限 食料 健康 生活必需品 確保 

  ●過剰 欲望 執着 捨  

  ●精 的 豊 充実感 生 い え 見

味わう 人 ン 協働

芸術 信仰   etc  

  ● ン 契機 あ 世界 人類 限 地球

運 共 体 あ 連帯 要性 認識  戦 人間 う

殺 合い 最     
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音楽 力～音楽療法入門～  

 

2021 11 6日 土 13時～15時 

旭川大学短期大学部 教授 十嵐 路子 

 

近 耳 音楽療法 いう言葉 あ 皆 言葉

様 理解 い う 音楽

人間 う 皆 一 考え い い

思い  

音楽 人間 関係 音楽 起源 う 音楽

太 昔 人間 生 営 深い関係性 あ 例え 風 音

鳥 え 自然音 模 あ 宗教的 儀式 集団

中 音楽 生 来 伝え ン

人間 生活 い 在 広い地

球 文 持 い民族 在 音楽 持 い民族 い い 言わ

い 音楽 人間 生 現象 あ

親 中 頂い 時 体内 音楽 持 い

体 中 在 音楽 源 何 う 心拍

心拍 体 中 あ 音楽 音楽 聞 自然 体 動

出 いう う 音楽 身体 心 直接働 力 あ

           

音楽療法 い い う 物 う 音楽療法 求

治療的 意味 見出 意 的 計 的 実施

いう い 音楽 ン 音楽教育

類似 あ 音楽療法 様々 研究 中

音楽 作用 あ い 一 目 生理的作用 特

定 音楽 聞 梢血管 張 筋肉 緊張 起 音楽

長期記憶 い 様々 出来 結 い 作用 目 心

理的作用 音楽活動 気 転換 散 音楽 励 経

験 あ 方 い 思い 歯科 院 待合室 産院 娩前

部屋 静 心地 い音楽 流 い キン 効 言い

音楽 心理的作用 利用 目 社会的作用 音楽
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ン 一 歌 う う 音楽

合わ 体 動 一体感 生 者 特

集団 音楽活動 社会性 要求 作用 音楽

力 療法 療育 中 生 わ  

音楽療法 様々 方法 あ 療法 人 ン 歌

楽器 演奏 能動的音楽療法 ン 音楽 聴 活動

動的音楽療法 ン 人数 様々 一人

ン 対 行う 個人的音楽療法 一般 行わ い

集団的音楽療法 あ 行わ い

旭川 20余 行わ 音楽運動療法 元大阪芸大教授 燎氏

提唱 い児 者 対象 個人的音楽療法 音楽 万人 生

力 え いう理念 う 音楽 人 働 療

法 旭川 地 根付い 音楽 性 立証

あ 感 い  

 

 

  



8 

 

あ わ  

 

2021 11 10日 水 15時～17時 

東海大学 誉教授 大矢 郎 

旭川 ン ン 教育  

 

2018 講 様 話 来 2022 和通買

物公園開設 50周 11 23日 新 旭川 ン ン 10周

記念日 あ 改 買物公園 造 改修 史 新 旭川

誕生 周辺開 業 彩都 い あ わ 振 返

主 観 視 い 展望  

 

 旭川 和通買物公園 開設  

国 高 経済 長期 あ 1960 ン 都市

環境 悪 進 中 弱冠 37 旭川市長 十嵐広 旭川 人間

中心都市 蘇 構想 買物公園 計 72 6

国初 歩行者専用道路 誕生 沿道 大型商業施設 相 い

ン 一時 活況 呈 造 前 歩車道 段差

い 残 都市 観 必 好 い変貌 見 い

経過 う 中 沿道商店主 通 改修 望 声 数

計 策定作業 経 98 5 和通 路面

舗装 街路樹 キ 植 街路灯 ン 彫刻 設置 実

施 備 当 通 性 公園

変え 結 食 大道芸 様々 ン

開催 う  

 

 彩都あ わ 新 旭川  

JR旭川 周辺86㏊ 旧鉄道 跡地 新 都心 形

着工 98 土地 理 3.5km ぶ鉄道 高架 ン

備 2014 竣工 鉄道高架 伴い新 造 旭川 設計

和通 連 性 意 西 ン 和通 中心軸 一

柱間 買物公園 幅員 20m 合わ 結 舎 都

市門 い 多 業主体 参 相互 連

携 統一感 あ 観 創出 求 業 観計

域 指定 推進会議 効 機能  
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 課題 

2019 旭川市 戸 屋 い 創造都市 ワ

ン都市 認定 相応 い 進 必要

あ 例え 歩行者 快適性 高 和通 間 挟 昭和

通 橋通 地 歩行者 ン 和通 横断 車両

交通 日曜 日 一部 規制 社会実験 試 考え
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作 変遷  

Just in Time 海道  

 

2021 11 12日 金 14時～16時 

旭川工業高等専門学校 准教授 杉  剛 

 

自動車 生産 始 100 余 経 性能 大幅 進 遂

議論 待 い所 あ 自動車産業 厚長大産業 日

太 洋 地帯 様 地域 産業 地方部 特 海道 縁

い産業 拙講 海道 特 道 地域 縁 い 思わ

自動車産業 題材 産業構造 変遷 道 地域 う 変

測 議論  

自動車産業 CASE(Connected 外部 繋 Autonomous 自動運転  

Service & Sharing 自動車関連 Electric 電動 )

いう変容 時期 入 合わ 作 方 自動車 付 価

付 方 品種大 生産 多品種少 生産 変 あ  

品種大 生産 多品種少 生産 変 過程 ン

前工程 生産 いう 純流 生産

情報 客様 必要 前 測 全体

統合 建 最 期生産 進

自動車 生産性 大幅 向 日 日 自

動車産業  

CASE 進国 い 自動車 付 価 向 提供

展途 国 い 経済 長 交通 質 向 行う 全世界的

必要 い 技術進歩 あ 中 いうキ ワ

測 う 自動車 大 作 大 売 いう

自動車 如何 素晴 い価 提供 いう

少 生産 如何 付 価 高 高機能 商品 作 いう方向

変 始 示 い  

商品 付 価 高 複雑 問題 解決 必要 あ

昨 キ ワ う 高機能
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部品 造 精密 いう検討 始 い

MI(Material Integration) MBD(Model Base Development) 3D ン

ン い 電脳 世界 実 学問 研究 盛

商品 開 ワ ワ

境目 繋い 行う い 付 価 高 部

品 様 機能 付 多品種少 生産 あ 大 生産

設備 段々 影 潜 あ  

海道 従来 大 生産 厚長大産業 集積 太 洋 い

自動車産業 利 地域 冷涼

自動車 走 い環境 利用 自動車 多数 在

い 前述 う 付 価 高 ワ 情報 吸い

現場 海道 あ 海道 自動車産業 多数あ

多品種少 生産 付 価 進

海道 特 道 地域 産業構造 大 変わ 思わ  

2019 旭川 旧来 盛 産業等 組 評価

ワ ン部門 択 世界

的 ン 通 少 生産 付 価 高

街  

旭川自身 変 世 産業構造 変 相 自動車 軸 地域 産

業 見 地域 展 ン い 思い 講演

い い  

聴講者様 旭川 地域 い車 等 質問 話 い

思い 強 地域 理解 深 講演者 大変

意義深い場 場 借 関係者 参 者 皆様 御礼 申

い  
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老い 考え 自 生  

 

2021 11 17日 水 15時～17時 

旭川大学 教授 栗原 子 

 

老い  

老い 聞 一般的 否定的 あ う 思い

理 漢 意味 考え 老 いう文 腰 曲

杖 老人 形 象形文 腰 曲 い 様子 杖

何 支え い 立 い い 誰 助 必要

い い う 老 いう漢 い

いう意味 あ い いう 対 否定的 作

い 考え 老 いう文 否定的 意

味 尊敬 経験 積 い 様子

良い面 表 い 言葉 あ 老い いう

い 考え  

 

齢 老  

齢 え い いう 世 生 授 日

誰 等 え い 全 人 う 体験

一方 老 いう 齢 身体 様々 機能

衰え い 現象 個人差 あ 身体機能 合

い 違い あ  

 

齢 老 影響 

齢 変 い 社会 変 精

的 変 社会的 定 職 子 独立 護 精

的 無気力 孤独感 抑う 状態 老 身体機能面 様々 変

例え 吸機能 食欲 摂食機能 頻

便秘 排泄機能 腰痛 転倒 い 運動機能 視力 聴力 皮

膚 乾燥 感覚機能 物 問題処理 記

憶思考機能 あ  
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高齢者 姿〜健康 社会活動 側面 〜 

国民生活 礎調査 25 厚生労働省 65 高齢者 病

気 自覚症状 あ 人 半数 健康 問題 日常生活

影響 あ 人 4 人 1 人 割合 健康状態 対 意識 高齢

い あ 良 い 思 い 人 多い いう結

社会活動 労働 ン 内会 趣味 習い 状況 60

〜69 7割 70 5割 人 参 活動的 高齢者

多 高齢者 就業率 和元 労働力調査 60〜64 7

割 65〜69 5 割弱 8 連 前 比 昇 い 就

労 希望 理 入 い 5 割 一番多 い

い 体 良い 老 防 面白い

通 仲間 人 得 順  

 

自 生 ン  

 老い 誰 避 通 い現象 否定的

捉え 見方 少 変え い う 老い

生 い 見方 変え 長 可能性 秘 い

いう意味 齢 自 う

い 心 持 う 良い方 変わ い 可能性 あ

人生 華麗 い 自

い い 生活 い 老い 見方 少 ン

方法 い う  
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文豪 語学力  

 

2021 11 30日 火 15時～17時 

海道教育大学旭川校 教授 十 内 康隆 

 

 戦前 日 学校教育 い 王道

旧制高等学校 卒業 帝国大学 入学 いう あ 話

文科系 限 言う 帝国大学 法科 法学部

進学 あ 文科 文学部 行 必 意味

い 回 東 帝国大学 文科 経 文壇 作家 3

語 い  

 崎 葉 1868 - 1903 帝大法科政治科 入学 翌 和文科 国文

科 転 学 い 彼 い 明治 和漢

教養 通 い 得意 英語 当時出版 大衆

等 濫 い 葉 近 国文学史 最大 業績 い

近 日 語 散文 相応 い各種 文体 試 定着

あ わ 多情多恨 …… あ 体 実験 散

文 見 日 い 脈 保 い 一方 葉 創

作 多 種 あ いう指摘 大

衆 作家 Ｍ 作品 耽 翻案 作品 多々あ

表作 言 語 1895 金色夜 1897 - 1902 堀啓子

研究 日 作品 翻案 あ 明 い 葉

新 い文体 模索 勤 西洋的 日 移入 翻案

いう形式 試 あ  

 谷崎潤一郎 1886 - 1965 第一高等学校英法科 入学 東 帝国大

学 国文科 進 学 い 東 府立一中 級生 あ

仏文学者 辰 隆 1888 - 1964 中学時 谷崎 華 才 会

い 回想 い 谷崎 抜群 英語力 若い 晩

い 英語 書 厖大 数 破 い 書

谷崎 英語 日 語 差異 関 鋭敏 感覚 日

語 語文 確立 対 使 感 あ 近 日 語 英語

西洋語 強い影響 展 強 自覚 い 谷崎

現 語文 い 1929 文章 1934 日

語 文章 書 あ 必 西洋文的 要素 過 意識 必要

い い い 谷崎 英語 知識 通 近 日 語 語文 内的
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省 行 創作家 あ  

 最 芥川龍之 1892 - 1927 芥川 葉 谷崎 違い

最初 文学 望 あ 第一高等学校英文科 経 東 帝国大学英文科

進学 学 英文科生 20 中 2番 績 卒業 卒論

研究 あ 芥川 語学伝 数多い 通 英語

書 あ 1日 1,000 い い 現在

日 近 文学館 所蔵 い 芥川旧蔵書 書込 残 書簡

自在 英語 自家薬籠中 物

い 芥川 和漢洋 典 造詣 深 羅生門 1915

表 う 王朝 作品群 日 典文学 関

彼 知識 映 考え い 比較文学者 島 謹

芥川 卒業論文

中世趣味 源泉 あ いう 芥川 文学的活動 出 彼 英文

学研究 在 い あ  
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あさひかわ ープン レッジ アンケート実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受講生 「4名 回答者 「4名
回答率 100%

問 ．あ を教え く い

問 ．本講座 開催 よう し 知 まし 複数回答可

備考

〇あ ひ し
〇akaちi

問 ．開催時期 適切 す 問 ．開催時間 適切 す

○1」時頃 ○ 1」：」0～

① 国境を越え 考え 疾病対策 10/0「 土 1」：00～15：00開催 ン ト結果

旭川 ビ ン コンソ ム あ ひ わ プン ッ

17%

46%

37%

性別

男 4

女 11

無回答 9

8%

0%
4%

4%

4%

13%

25%

42%

0%

年代
10代 2

20代 0

30代 1

40代 1

50代 1

60代 3

70代 6

80代 10

無回答 0

1

0

4

2

4

15

0 2 4 6 8 10 12 14 16

そ 他

チ タ

広告 新聞 市民広報等

AWBC

知人 すす

AWBC チ タ

100%

0%0%

開催時期適正

い 24

いいえ 0

無回答 0 92%

8%

開催時間適正

い 22

いいえ 2

無回答 0
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問 ．今後希望す 講座 テ マを 書 く い

〇古典文学 源氏物語 〇 マ ト テ パ テ 未来ビ ョン

〇旭川市 移住対策 方策 テ 〇旭川市地域自治推進ビ ョン 実践 い

〇川 災害 い 自宅や職場周辺 水害 調 方法 〇地域医療 い

〇世界経済 〇少子高齢 社会 進む 必要

〇 海道 近い 話 〇 ま く 対す 国家施策

〇旅行 いけ い国 実情 話

問 ．そ 他 感想 意見 要望 あ 書 下 い

〇講師 方 自身 体験 話 非常 面白く聞 せ い

〇 ンカ 行 く ……

〇今日 楽 く 話 聴 せ い あ う い 次回 楽 い す

〇色々 苦労 私 知 い事 聞 せ い あ う い

〇講座 出席 け ば 海外 活動 様子や ャン 国 分 せ 勉強

〇感染症 抑制 必要 く分 あ う い

〇楽 く勉強 土日開催 希望 す

〇今日 講座 楽 く聞く

〇 ンカや ャン 歴史 生活 話 一緒 聞く 楽 く聞く CA 活動 実際
い 話 特 興味深 す あ う い

〇希望テ く 国家施策 関す テ す 市民 く 進 為 講義 け 足
せ 実践 研究会 支援 願い い

〇本日 貴重 話あ う い 世界規模 考え う 事 普段 す 日本以外 国々
深刻 問題 沢山あ 世界規模 課題解決 いけ いい 思い

〇コロナウイ 日本 遅 医療関係 各機関 方々 力 一番 国民一人 力 私 考え
い す 他国 冷遇 扱い 国々 あ 私 手 け 考え い

〇楽 く聞 恵 日本 住 い 大変 思い 日々暮 す人々 援 ほ い 新 い大臣
伝え い す

19



受講生 」」名 回答者 」1名
回答率 94%

問 ．あ 教え く い

問 ． 講座 開催 う 知 複数回答可

備考

○akarじ
〇あ

問 ．開催時期 適切 問 ．開催時間 適切

○春 いい ○土日開催 増や ほ い ○1」時～ ○14時～

旭川 ビ イン コンソ アム あ わ ン ッ

② コ 問題 哲学 10/1【 土 1」：00～15：00開催 アン ト結果

22%

52%

26%

性別

男

女

無回答

3%

0%
3%

7%

16%

39%

32%

0%

年代
20代 1

30代 0

40代 1

50代 2

60代 5

70代 12

80代 10

無回答 0

22%

52%

26%

性別

男 7

女 16

無回答 8

2

0

3

1

6

19

0 5 10 15 20

そ 他

ラ

広告 新聞 市民広報等

AWBC ム

知人 すす

AWBC ラ

90%

7%

3%

開催時間適正

い 28

いいえ 2

無回答 1

90%

3%

7%

開催時期 適正

い 28

いいえ 1

無回答 2
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問 ．今後希望 講座 テ マ 書 く い
○地域 将来性 道 地域を含

○日本 農業 食 い 課題や問題点 特 海道 農業

○環境 い

○社会 モン イ い をテ

問 ．そ 他 感想 意見 要望 あ 書 下 い

○日本 け 経済成長至上主義 今後 問題 う 事 起 是非知 い す

○無駄 明日 捨 い 考え ます

○今回 講座 大変興味 あ 内容

○ ック インカム 非常 大 必要 思う 日本 導入を真剣 議論すべ す

○生活 見直 を考え せ 講演

○白井先生 声 大変聴 やすくわ やすく面白 す

○具体的 指摘 理解 やすく面白く聞 ま

○時々笑い あ 内容 豊 講義

○今日 講義 大変 ま

○コ い 考え 拡 話 大変聴 や

○ 人 周 人々 断捨離 中 人生 楽

○ イ ッ 写真 いい

○コ 毎日TV 新聞 見 う 的 い 今日 講義 刺激的 楽
く聞 せ い い い 情報 過多 中 白井先生 観点 大事 選 資料

話 く 感謝 斉藤幸平先生 読

○生態系 危機 対 訓練 う い 日常生活 そ 踏 え 生活 け
学 せ 頂 そ 対 日常 生活 い い 対 当 感謝 生 け

いう思い

○ 海道 中 日 中 旭川 繁栄 マイ 傾向 ？ バ 景気 良 知 ア世代
景気 下火 行く 心配 私 け う ？

○文字 歴史 い 中国 ニッ ン 瀧野喜星先生

○東洋 思想 宗教

○ やすく 面白く講義を聞けま 難 い内容 ユ モア あ 笑い あ 楽 す あ
う いま

○無駄 生産 確 多い社会 そ 追従 続け 国民 ロ ライフ 大事 あ け 性
慣 私 い ロ ライフ 難 い 考え 生活を い い
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受講生 」4名 回答者 」0名
回答率 88%

問 ．あ を教え く い

問 ．本講 開催 う し 知 し 複数回答可

備考

〇あ し
〇akari

問 ．開催時期 適 す 問 ．開催時間 適 す

〇土日開催希望 〇 月 月 〇 時 時 方 参加しやすい

③ 音楽 力～音楽療法入門～ 11/0【 土 1」：00～15：00開催 アン ト結果

旭川 ビ イン コンソ アム あ わ プン ッ

17%

53%

30%

性別

男

女

無回答

0%

0%

4%

10%

10%

41%

35%

年代

20代 0

30代 0

40代 1

50代 3

60代 3

0

2

6

2

2

22

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24

そ 他

チラ タ

広告 新聞 市民広報等

AWBC ム

知人

AWBC チラ タ

44%

17%

39%

性別

男

女

無回答

0% 0% 0%

6%

22%

39%

33%

年代

20代 0

30代 0

40代 0

50代 1

60代 4

70代 7

80代 6

55%

17%

28%

性別

男 5

女 16

無回答 9

0%

0%

3%

10%

10%

40%

34%

3%

年代
20代 0

30代 0

40代 1

50代 3

60代 3

70代 12

80代 10

無回答 1

90%

7%

3%

開催時期 適正

い 27

いいえ 2

無回答 1

80%

7%

13%

開催時間 適正

い 24

いいえ 2

無回答 4
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問 ．今後希望す 講 テ マを 書 く い
〇音楽療法［中級編-実 映像を見 ］ 〇遺伝 優性 劣性 い 病気を含

〇認知症 体験談 そ 対応 い 〇俳句 和歌

〇資産運用 〇美術 解説 洋画 日本画

〇年金 い 〇クラッ ック音楽

〇楽器 病気 療養 関連性

〇自治体 デ タル化 未来 い

〇骨 関

問 ．そ 他 感想 意見 要望 あ 書 下 い

〇大変興味深い 話 一般 人 体験 場所 あ ば教え い い

〇音楽 力 くわ 音楽療法 一般的 重要 感

〇民族 楽器 音楽 種類 関連性 有無 あ ？国民性 音楽 宗教 楽 国 あ

〇講師 方 話 ク越 聴 くい

〇勉強 し 色々 体験をし を思い出し し 音楽 う を老人ホ ム
親類 入所 何 もやっ い し コ ナ禍 ”音楽 悪” う 年間 っ い し
今回 講義 音楽 良 を思い出し し 年間忘 し っ い 音楽を再開し く

し も 実践を見 学 い 思い し

〇興味深い 話 私 音楽 無 ば一日 終わ いほ 毎日聞 励 さ 泣 く 時
あ 療法 大切 思い

〇 勉強 知人 子供 重度 害 困 い 何 手伝い い 思 い
話 勉強 知人 教え あ い
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受講生 「0名 回答者 1】名
回答率 85%

問 ．あ を教え く い

問 ．本講座 開催 よう し 知 まし 複数回答可

備考

問 ．開催時期 適切 す 問 ．開催時間 適切 す

〇 月 月 〇 月頃 〇夏頃 〇冬期 冬至ま １３時頃希望 〇１３時頃

旭川 ビ イン コンソ アム あ ひ わ プン ッ

④ あ ひ わ マチ く 11/10 水 15 00～1】 00開催 アン ト結果

35%

30%

35%

性別

男 6

女 5

無回答 6

0% 0% 0%

6%

12%

47%

35%

0%

年代
20代 0

30代 0

40代 0

50代 1

60代 2

70代 8

80代 6

無回答 0

0

0

0

0

2

15

0 2 4 6 8 10 12 14 16

そ 他

チラ タ

広告 新聞 市民広報等

AWBC

知人

AWBC チラ タ

82%

18%

0%

開催時期 適正

い 14

いいえ
3

無回答
0

76%

24%

0%

開催時間 適正

い 13

いいえ
4

無回答
0
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問 ．今後希望す 講座 テ マを 書 く い

○認知症 関 講座 ○新しい街 く

○旭川 水道

○旭川女子中学生 イ 問題 真相 い

問 ．そ 他 感想 意見 要望 あ 書 下 い

○ チ く い 全体 知 ま あ う いま

○北彩都あ ひ わ 駅周辺事業 い 楽 く聞く

○旭川 住 い 知 い事 け 再発見 楽 い貴重 素晴 い時間 あ う いま

○買物公園通 開設 多少関わ 持 懐 くま 5年間抜け 不在 様変わ 通 少 寂 い気

○必要性 可能性 調和 い 話 聞 市 5 年後 年後 あ べ 姿 あ 是非聞
い 青森方式 一考 市 能力 あ 将来 語 ほ い

○ チ く 於け 歴史的建造物 保存方法 関 講座

○終活を考え

○コロナ 感染症 い コロナ 昨年 大
変 医療関係 方々 苦労
市民 一人 知識 得 い

○何 考え 歩い い 買物公園 駅舎 作 買物公園 ｎ兼 合い 考え 先人 苦労 あ 現在
あ 尊敬 念 抱 ま あ う いま
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受講生 15名 回答者 1「名
回答率 80%

問 ．あ を教え く い

問 ．本講座 開催 う し 知 まし 複数回答可

備考

○akari

問 ．開催時期 適 す 問 ．開催時間 適 す

○1」時頃

○冬至ま 早め 終わっ ほしい

⑤ モ く マ作 変遷 Just in Timご そ 次へ 北海道 モ く

旭川 ビ イン コンソ アム あ ひ わ プン ッ

11/1「 金 14 00～1【 00開催 アン ト結果

42%

25%

33%

性別

男 5

女 3

無回答 4

0%

0%

0%
0%

17%

50%

33%

0%

年代
20代 0

30代 0

40代 0

50代 0

60代 2

70代 6

80代 4

無回答 0

0 2 4 6 8 10

そ 他

チラ タ

広告 新聞 市民広報等

AWBC ム

知人 すす

AWBC チラ タ

92%

0%

8%

開催時期 適正

い 11

いいえ 0

無回答 1

75%

25%

0%

開催時間 適正

い 9

いいえ 3

無回答 0
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問 ．今後希望す 講座 テ マを 書 く い
〇旭川 事 北海 事知 い 多く 学び い 山ほ あ ます

〇認知症 関す 講

問 ．そ 他 感想 意見 要望 あ 書 下 い

〇モノ く 生産工程 詳細 勉強

〇若い学生 考え 聞い ニア世代 う参加 何 すべ 考え い

〇エン ン⇨モ タ 先 何 あ す CO 排出 有無

〇時間厳守を希望す タイム イズ マ

〇大変勉強 せ い ま あ う いま 世界 目 向け いく う 思い
ま 今日 先生 声 話 内容 やす

〇技術 進歩 驚 ま ま 技術 社会実装 い ロ テ 活用 忘 い
い い 思います

〇全く知 い 話 大学時代 97 年代 東京 日本 高 経済成長時代 日
本 空 い モッ 問題 思い出 今 現在大 世界間 テ い 事 再確認い
ま 貴 話 あ う いま
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受講生 「】名 回答者 「「名
回答率 81%

問 ．あ を教え く い

問 ．本講座 開催 う し 知 まし 複数回答可

備考

〇あ ひ し
〇akari
〇中央図書館

問 ．開催時期 適 す 問 ．開催時間 適 す

○10月頃 ○1 時～1 時
○1 時～1 時

⑥ 老い を考え 自 しく生 め 11/1】 水 1』：00～1】：00開催 アン ト結果

旭川 ビ イン コンソ アム あ ひ わ プン ッ

人

23%

36%

41%

性別

男 5

女 8

無回答 9

人

0%
0%

0% 0%

14%

41%

45%

0%

年代

20代 0

30代 0

40代 0

50代 0

60代 3

70代 9

80代 10

無回答 0

0

3

4

1

3

14

0 2 4 6 8 10 12 14 16

そ 他

チラ タ

広告 新聞 市民広報等

AWBC ム

知人

AWBC チラ タ

人

17

4

1

開催時期適正

い 17

いいえ
4

無回答
1

68%

32%

開催時間適正

い 15

いいえ 7

無回答 0
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問 ．今後希望す 講座 テ マを 書 く い
○高齢者 学習活動 い ○今回 同 テ 老い 考え

○都市部 農村部 違い い 願い たい 特 冬期間 活動等

○家具 関 こ

○旭川八景 関 歴史

〇川や海 汚さ いた 日常生活 個人 簡単 手掛け 方法等 講話

問 ．そ 他 感想 意見 要望 あ 書 下 い
○良 た 最後 司会 廣岡先生 話 参考 ま た

○他機関 連携 旭川市民 付近 民 色 知識 願い ま

○本やグラフ 明示さ こ 以外 内容 知 たい 思いま 少 残念 時間 た

○老化や加齢 付 合い方 今日 講座 理解 たこ た

○人間年 取 いうこ 色々予想 いこ 次々起こ そ 対処 ま …案 こ ば

○日々 出来事 時間 記録 こ 記憶 補い次々忘 事 後 補 い 手書 文
字 使わ パソコン 前列 キ 下敷 知力 下 アルツハイ 1 年 補 日々 送 い
ま 乱筆乱文 失礼
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受講生 「【名 回答者 「」名
回答率 88%

問 ．あ を教え く い

問 ．本講座 開催 よう し 知 まし 複数回答可

備考

○市民広報 あ ひ し
○akaちi
○道新夕刊 ま 情報

問 ．開催時期 適切 す 問 ．開催時間 適切 す

○5月 9月 ○ 時～ 時 ○ 9時～
○10月頃 ○ ： 頃
○春 夏 ○ 時～ 時
○4月～10月 積雪前 ○ 時～ 時

⑦ 文豪 語学力 11/」0 火  15：00～1】：00開催 アン ト結果

旭川 ビ イン コンソ アム あ ひ わ プン ッ

人

22%

52%

26%

性別

男 5

女 12

無回答 6

人

0%

5% 0%
4% 4%

4%

61%

22%

0%

年代
10代 0

20代 1

30代 0

40代 1

50代 1

60代 1

70代 14

80代 5

無回答 0

1

0

7

0

5

11

0 2 4 6 8 10 12

そ 他

チラ タ

広告 新聞 市民広報等

AWBC ム

知人

AWBC チラ タ

人

83%

17%

0%

開催時期適正

い 19

いいえ
4

無回答
0

61%

39%

開催時間適正

い 14

いいえ 9

無回答 0
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問 ．今後希望す 講座 テ マを 書 く い

○認知症 関 講 ○日本近代文学又 日本古典文学

○森 鴎外 あ 体 い ○歴史 日本 古代 中世 近世

○老人 生 方 関 講 前回都合 出席 残念 ○万葉集 解説

○日本史

○十枝内先生 他 語学力 再 願い ま

○公衆衛生 い

問 ．そ 他 感想 意見 要望 あ 書 下 い

○先生 説明 大変わ や 勉強さ い ま

○楽 聞 ま イク音 大 負担 感 ま

○こ 講義 何 何 わ

○今日 話 大変面白 今ま 知 事 い あ ま

○文豪 人 興味深 聞 ま ば い講
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